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患者様の腎機能低下にいち早く気付くことが可能です

Long term eGFR plot（LTEP）とは

推算糸球体濾過量(eGFR)を中心に慢性腎臓病診療に関連する項目の

長期推移を一括して表示する図表です。

日々のeGFR変動により、短期間では見逃す恐れがあるeGFRの低下

の推移を一目で確認できるため、早期発見・早期介入・治療効果の

確認に活用されています。

Long term eGFR plot（LTEP)
報告サービスを開始します！

1年間

既存の腎機能の見方 Long term eGFR plot（LTEP）

10年間

将来、
透析の可能性

短期間では腎機能 (eGFR) は安定して見えますが…
Long term eGFR plot（LTEP）で見ると、
腎機能が低下し続けていることが確認できます
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Long term eGFR plot（LTEP） 報告書について

最大 過去10年間の
eGFRの推移に加え、
尿アルブミン/Cre比、
尿蛋白/Cre比、HbA1c、

BNP等をプロットします。

eGFRの年単位の変化速度、
および変動幅を表示します。
※詳細はQ&Aをご参照ください。

LTEP報告書掲載項目の
結果値一覧を表示します。

LTEP報告書掲載項目

eGFR eGFR(cys)
尿アルブミン／
クレアチニン比

尿蛋白／
クレアチニン比

HbA1c (NGSP)
グリコアルブミン

(GA）

BNP NT-proBNP

腎機能

心不全

糖尿病

プロットされたeGFRの
近似直線に変動幅を加味
した、eGFR推移補助線を
表示します。
※過去5年以上のeGFR値が必要です。
詳細はQ&Aをご参照ください。
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「Forest」または「Forest α」より
  LTEP報告書をご覧になれます。

Forest

LTEP報告書

（PDF）
LTEP報告書

（紙）

Forest α

LTEP報告書

（PDF）

LTEP報告書 報告書PDFを参照する場合はクリックしてください。

LTEP報告書(患者様用)  報告書PDFを参照する場合はクリックしてください。

LTEP報告書 報告書PDFを参照する場合はクリックしてください。

LTEP報告書(患者様用) 報告書PDFを参照する場合はクリックしてください。

経時的な腎機能低下中に血清クレアチニン値は指数関数的に上昇するため、特に早期の
腎機能低下を拾い上げることが困難です。この間にeGFR値は直線的に低下するため、早期
の腎機能低下を拾い上げやすく、eGFR値での腎機能評価を推奨いたします。
しかし、長期間、医療機関に通院し、定期的にeGFR値を測定していても経時的な腎機能

低下に気付かれず、介入が遅れるケースが多発しています。これは、eGFR値が日々大きく
変動しているため、1～2年程度の短期的な観察では、経時的な低下がマスクされてしまう
ことに起因します（もちろん、クレアチニン値も日々変動しています）。
長期的なeGFR推移を一括表示することで、eGFR変動に起因する問題が解消されます。
是非、日常診療にLTEPを活用し、腎機能低下の早期発見・早期介入にお役立てください。

Long term eGFR plot（LTEP:エルテップ）

Long term eGFR plot（LTEP） 報告書の閲覧方法



Long term eGFR plot（LTEP）
             報告サービス

Q1. LTEP報告サービスの利用料金は必要でしょうか。

A. セッティング費用として10,000円（税抜）を申し受けます。

Q＆A

ご利用に関しましては、営業担当にお問い合わせください

Q5. eGFR値のΔeGFR（年単位の変化速度）と変動幅はどのように解釈すれば
よいでしょうか。

A1.  ΔeGFRは健常者で-0.3～-0.5 (mL/min/1.73㎡/年) 程度、高齢者でも
 -1.0 (mL/min/1.73㎡/年) 程度とされており、これより負の値が大きい場合には、

     より腎機能低下速度が速いことを意味します。
 特に、-5.0 (mL/min/1.73㎡/年) より負の値が大きい場合は、rapid progression
 と定義され、より注意が必要です。

Q2. LTEP報告書を見るためにどのような検査項目を依頼するのでしょうか。

A. LTEP報告書掲載項目のいずれかをご依頼ください。尚、尿アルブミンや
尿蛋白は尿クレアチニン比の検査コードでご依頼ください。

Q3. LTEP報告書はどのタイミングで更新されるのでしょうか。

A. LTEP報告書掲載項目の検査結果を受信したタイミングで更新されます。

Q4. 過去に依頼した検査結果をLTEP報告書に反映できるのでしょうか。

A. 過去10年間の検査結果を報告書に反映します。
 尚、eGFR推移補助線の表示には、過去5年以上のeGFR値の結果が必要と

 なりますが、設定により表示は可能です。  

Q6. LTEPは、全国的にどの程度普及しているのでしょうか。

A.  2024年9月時点で600以上の医療機関等で活用されています。
また、近年では自治体における採用も増加しています。

A2. eGFR変動は個人差が大きいですが、10～20 (mL/min/1.73㎡) 程度の症例が多い
 です。（Nakazawa J,et al. Intern Med.2022;61(12):1823-1833)

      このため、3年未満のeGFR値におけるΔeGFRは誤差が大きく、5年間以上の
      eGFR値におけるΔeGFRでの評価を推奨しています。
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